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賛
成
の
理
由
は
、
１
点
目
に
厳
し

い
経
済
状
況
の
中
、
着
実
に
財
政
が

健
全
化
へ
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
２

点
目
は
子
ど
も
や
女
性
、
高
齢
者
の

健
康
・
予
防
対
策
が
さ
ら
に
進
み
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
等
の
予
防
接
種

助
成
制
度
を
他
市
に
先
駆
け
て
実
施

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
３
点
目

は
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て

支
援
が
前
進
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一

時
保
育
事
業
の
実
現
、
妊
産
婦
健
診

公
費
助
成
、
義
務
教
育
就
学
児
医
療

費
助
成
の
拡
充
も
評
価
す
る
。
４
点

目
は
自
治
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
市

民
自
治
が
進
む
状
況
が
整
え
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
協
働
が
着
実
に
進
み
、

市
民
の
発
意
に
基
づ
い
た
支
援
を
す

る
仕
組
み
に
進
化
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
。５
点
目
は
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
や
不
登
校
対
策
な
ど

に
対
応
し
た
教
育
施
策
が
前
進
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　

懸
念
す
る
問
題
と
し
て
、
予
算
、

決
算
全
体
に
関
し
て
、
何
が
優
先
で

ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
民
へ
伝

え
た
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。ま
た
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
意
欲
が
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
市
民
の

気
持
ち
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
行
政

自
身
が
身
を
削
る
姿
勢
こ
そ
、
今
後

の
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

以
上
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

賛
成
理
由
の
第
１
は
、
市
民
生
活
を
支
え

る
こ
と
に
役
立
つ
施
策
が
行
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
小
・
中
学
生
へ
の
医
療
費
無
料
化
の

拡
大
、
学
童
ク
ラ
ブ
全
員
入
所
の
努
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
施
策
の
拡
大
、
不
況

対
策
の
小
口
融
資
制
度
の
創
設
、
商
品
券
発

行
、
自
治
基
本
条
例
の
ス
タ
ー
ト
、
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
全
小
学
校
配
置
の

努
力
、
学
校
耐
震
補
強
工
事
の
完
了
な
ど
で

あ
る
。
第
２
に
、
市
民
を
主
人
公
に
、
市
民

参
加
、
情
報
公
開
な
ど
の
一
定
の
進
展
で
あ

る
。
自
治
基
本
条
例
の
議
論
は
大
事
な
意
味

が
あ
り
、
条
例
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
を
入
れ
て
い
る
点
は
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、

予
算
編
成
過
程
の
透
明
化
へ
の
努
力
は
評
価

す
る
が
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
の
あ
り
方
等

の
重
要
な
変
化
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

し
で
発
表
し
た
こ
と
は
、
関
係
市
民
や
議
会

か
ら
強
い
指
摘
が
あ
っ
た
と
い
う
教
訓
を
今

後
に
生
か
す
よ
う
求
め
る
。
第
３
に
、
平
和

事
業
で
語
り
部
な
ど
一
定
の
前
進
が
見
ら
れ

た
点
で
あ
る
。
平
和
な
中
で
成
長
す
る
権
利

を
保
障
す
る
こ
と
は
自
治
体
の
大
事
な
仕
事

と
受
け
と
め
て
い
る
。
第
４
は
、
財
政
健
全

化
に
向
け
た
努
力
で
あ
る
。

　

以
上
、
市
政
運
営
に
当
た
り
、
引
き
続
き

市
民
の
利
益
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
確
保

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
、賛
成
討
論
と
す
る
。

市民の生活向上に配慮した決算を評価
賛成

日本共産党小平市議団
市民生活を支えることに役立つ施策を評価

賛成
　

市
は
平
成
21
年
度
に
自
治
基
本
条
例
や
ま

ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
公
募
市
民
が

入
っ
た
事
業
仕
分
け
も
始
ま
っ
た
。
こ
の
１

年
の
国
の
政
治
を
見
て
い
る
と
、
地
方
政
治

の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
自
治
基
本
条
例
は
地
域
で
市
民
自
治
の

実
践
を
行
う
基
盤
と
な
る
も
の
で
、
長
い
議

論
の
末
に
成
立
し
た
条
例
を
今
後
は
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
平
成
21
年
度

当
初
予
算
は
税
収
の
落
ち
込
み
に
よ
る
財
政

力
指
数
の
悪
化
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る

残
高
の
減
少
な
ど
、
財
政
運
営
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
が
市
債
の
残
高
は
確
実
に
減
少

し
て
お
り
、
健
全
性
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は

評
価
す
る
。市
民
自
治
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、

市
民
と
と
も
に
市
政
運
営
を
考
え
る
と
い
う

点
か
ら
本
決
算
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
７
点
の
指
摘
事
項
の
中
で
特
に
市
民

へ
の
説
明
や
市
民
参
加
の
検
討
に
つ
い
て
、

こ
の
年
は
小
学
校
給
食
あ
り
方
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
指
定
管
理

者
導
入
の
方
針
も
出
さ
れ
た
が
、
給
食
の
検

討
委
員
会
は
議
論
の
時
間
が
足
り
ず
参
加
者

か
ら
不
満
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
学
童
ク
ラ

ブ
は
突
然
の
方
針
決
定
と
説
明
が
不
十
分
な

た
め
保
護
者
か
ら
異
論
が
多
く
出
さ
れ
た
。

今
後
は
市
民
と
の
対
話
を
重
ね
、
丁
寧
に
合

意
形
成
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

生活者ネットワーク
市民とともに市政運営を考える点に期待

　

平
成
21
年
度
は
厳
し
い
経
済
状
況
を
事
務

事
業
の
見
直
し
を
図
る
好
機
と
と
ら
え
、
着

実
な
施
策
実
行
に
取
り
組
み
、
市
民
生
活
の

負
担
軽
減
を
推
進
し
た
決
算
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
地
域

協
働
の
基
盤
づ
く
り
が
で
き
た
。
市
民
活
動

支
援
事
業
で
は
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
準
備
等
、
市
民
と
の
自
助
、
共
助
、
公

助
の
体
制
が
進
め
ら
れ
た
。
健
康
福
祉
分
野

で
は
、
生
活
保
護
事
業
の
予
算
の
拡
充
や
住

宅
費
の
一
部
を
補
助
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
支
援
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
産
業
振

興
、
地
域
経
済
で
は
、
市
政
運
営
に
市
民
協

働
、
市
民
参
加
の
必
要
性
が
増
す
中
で
、
地

域
市
民
と
と
も
に
市
政
を
支
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、

総
合
的
な
観
点
か
ら
公
共
調
達
の
仕
組
み
づ

く
り
が
切
望
さ
れ
て
い
る
。
教
育
で
は
、
小

学
校
全
校
の
耐
震
化
が
終
了
し
た
こ
と
で
市

民
か
ら
安
心
と
喜
び
の
声
が
届
い
て
い
る
。

今
後
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業

の
拡
充
を
要
望
す
る
。
生
涯
教
育
で
は
団
塊

の
世
代
の
人
材
を
発
掘
し
、
知
識
や
経
験
を

発
揮
し
て
も
ら
う
場
を
地
域
に
創
出
し
て
い

き
、
学
校
や
市
民
の
声
な
き
声
を
し
っ
か
り

受
け
と
め
な
が
ら
小
平
市
の
教
育
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

以
上
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

フ ォ ー ラ ム 小 平
市民生活の負担軽減を着実に推進した決算を評価

賛成

政 和 会

　

平
成
21
年
度
は
、
本
格
予
算
で
も

暫
定
予
算
で
も
な
く
、
暫
定
的
予
算

と
い
う
名
の
不
規
則
予
算
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
予
算
要
望
は
暫
定
予
算
と

す
る
旨
の
答
弁
を
受
け
留
保
し
た
が

完
全
に
無
視
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
遺

憾
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
以
下

反
対
の
理
由
を
述
べ
る
。
第
１
は
市

独
自
の
不
況
対
策
、
雇
用
対
策
が
不

十
分
で
市
民
生
活
の
厳
し
い
実
態
を

軽
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
２
は
普

通
建
設
事
業
費
の
歳
出
割
合
が
26
市

中
24
位
と
低
く
、
積
極
的
な
姿
勢
が

感
じ
ら
れ
な
い
。
第
３
は
自
治
基
本

条
例
の
制
定
に
人
件
費
を
含
め
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
必
要
経
費
の
45

倍
、
約
７
千
百
60
万
円
も
の
税
金
を

つ
ぎ
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
第
４
は

多
額
の
人
件
費
を
要
す
る
事
務
系
の

副
市
長
を
２
人
置
く
必
要
は
な
い
。

第
５
は
市
史
編
さ
ん
に
約
２
億
円
も

の
税
金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
は
こ
の
不

況
下
で
許
さ
れ
な
い
。
第
６
は
広
域

連
携
が
目
に
見
え
る
形
で
実
現
し
て

い
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
相

互
乗
り
入
れ
等
を
実
現
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
第
７
は
３
市
共
同
資
源

化
施
設
の
建
設
が
遅
延
し
て
い
る
。

第
８
は
特
別
功
労
者
の
表
彰
に
前
教

育
長
の
名
前
が
な
か
っ
た
が
、
何
も

落
ち
度
が
な
い
人
を
恣
意
的
に
差
別

す
る
な
ら
表
彰
事
業
を
続
け
る
意
味

が
な
い
。

　

以
上
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

暫定的予算という名の不規則予算
反対

　

平
成
　
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
９
月

定
例
会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
こ

れ
ら
の
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
各
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
延
べ
約
　

時
間
、
特
別
会
計
は
　
月
　
日
に
約
７
時
間
か
け
て

審
査
を
行
な
い
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
の
会
計
も

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

　
月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
鴨
打
喜
久
男

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
長
と
津
本
裕
子
特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決

の
結
果
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
各

決
算
議
案
が
賛
成
多
数
で
、
老
人
保
健
特
別
会
計
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計

の
各
決
算
議
案
は
全
会
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ

ま
し
た
。（
３
面
に
「
議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
賛
否
」

を
掲
載
）

　

な
お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各

会
派
（
無
会
派
は
除
く
）
の
討
論
の
要
旨
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

平成21年度決算総括表

歳入決算額
54,973,740

15,949,315

37,487

2,625,475

8,389,737

4,818,743

86,794,497

53,189,081

15,683,223

36,120

2,612,958

8,255,582

4,755,349

84,532,313

1,784,659

266,092

1,367

12,517

134,155

63,394

2,262,184

歳出決算額 差 引 額
一 般 会 計

合　　　　計

国民健康保険事業
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
下 水 道 事 業

特 

別 

会 

計

（単位：千円）

27日
28日

29日

多摩六都科学館組合議会
熊本県天草市議会議員視察来庁（自治基本条
例・小平元気村おがわ東の開設状況について）
東京たま広域資源循環組合議会
京都府相楽郡精華町議会議員視察来庁
（小平地域教育サポート・ネット事業（学校支
援地域本部事業）について）

東京都道路整備事業推進大会
東京都十一市競輪事業組合議会
東京都四市競艇事業組合議会
三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３委員会
総務委員会
生活文教委員会
厚生委員会
建設委員会
東大和市議会議員視察来庁（小平市コミュニ
ティバス・コミュニティタクシーの運営について）
多摩北部都市広域行政圏協議会審議会
湖南衛生組合議会
小平・村山・大和衛生組合議会

2日
8日

9日
10日
11日
12日
15日

16日
18日

幹事長会議
議会改革調査特別委員会
議会運営委員会
昭和病院組合議会
12月定例会初日
幹事長会議（臨時）
議会運営委員会（臨時）

12月定例会2日目（一般質問）
12月定例会3日目（一般質問）
12月定例会4日目（一般質問）
総務委員会
生活文教委員会
厚生委員会

19日
20日
25日
26日
30日

1日
2日
3日
7日
8日
9日

建設委員会（市内視察あり）
幹事長会議
議会運営委員会
議会改革調査特別委員会
12月定例会最終日
幹事長会議（臨時）
議会報編集委員会

議会報編集委員会
議会改革調査特別委員会
都市基盤整備調査特別委員会（神奈川県相模
原市視察）
産業活性化調査特別委員会（東村山市視察）
東京都市公平委員会関係団体協議会

10日
15日
16日
17日
21日

18日
19日
20日

21日
25日

一般会計決算に
対する

一般会計決算に
対する

一般会計決算に
対する

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定

各
会
計
決
算
を
認
定

各
会
計
決
算
を
認
定

10 月

11 月

12 月 1 月

10月27日～1月25日
本会議、委員会、諸会議など

議会日誌議会日誌

21

10

1210

12

21

15

14

30

賛成

平成21年度

要　旨

各会派の討論各会派の討論各会派の討論

2121


